災害・飢饉の世に生きる人びと : 元禄10(1697)年、村人たちの訴状から by 長谷川, 裕子

























































































































































あった。しかし貞享 3（1686）年閏 3 月、6 代藩主
綱
つなまさ
昌の改易によって、47 万 5 千石余あった福井藩
領は 25 万石に半減され、これらの村々を含む 22 万
5 千石は幕府領に組み入れられたのである（この出
来事を「貞
じょう
享
きょう
半
はん
知
ち
」と呼んでいる）。そのため、元
禄期には西鯖江と石田（いずれも現鯖江市）、およ
び舟
ふなよせ
寄（現坂井市丸岡町）に幕府の代官所（陣屋）
が置かれたが、各代官はこれらの陣屋に常駐してい
たのではなく、現地には手代などを駐在させて自身
は江戸に在住し、秋の収穫時にのみ出来高の確認の
ために下国するのが習いであった。隣接する舟寄陣
屋の代官宍
ししくら
倉与
よ へ え
兵衛管轄の村々が、同内容の訴訟を
するために江戸に下ったとき、36 か村の村人たち
も訴訟をしようと考えたが、「いまだ御初入り遊ば
されざるところ、はばかり多く存じたてまつり延引」
したと述べており、また訴状の日付も 8月であるこ
とから、今回の訴訟は、おそらく代官古郡の国入り
に合わせたものであろう。なお、現在「小島家文書」
に伝来している訴状は、国入りした代官に提出した
原本の草案・控えであったと考えられる。
　では、何を訴えたのか。結論からいえば、「高百
石に五石宛の夫
ぶ
米
まい
御赦免」要求である。「夫米」とは、
領主への労働力提供を米で代替するもので、江戸時
代の百姓が勤める諸役の一つであった。訴状によれ
ば、「夫米の儀根元は越
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